
１．  プロジェクトの概要  
 

1.1 背景と目的  
現在、総合的な学習を中心に、子ども達が自ら考え、主体的に課題解決する取組

が各地で行われている。しかし、その活動の多くは、情報を収集・選択し、整理し

て伝えるという活動にとどまることが多い。しかし、確かな学力の視点から言えば、

これらの活動に「思考・判断」という要素を加えることが今こそ重要である。これ

までも、ＧＩＳ（※ .1）を活用したリサーチプロジェクトを実践し、出来上がったマ
ップから自然環境を考え、次の活動を判断し、活動する取組を行ってきた。マップ

情報に関係するいくつかのレイヤーを重ね合わせながら思考を深めるこの活動は、

学びを連続させる上で非常に重要であり、効果的であると考える。  
本プロジェクトは、これらの学びの環境をさらに一歩進めた取組である。ＧＰＳ  
（※ .2）搭載携帯電話とＧＩＳを連携させることにより、調査結果を瞬時にマップ情
報に変え、そのデータからわかること、考えられることを読み取りながら課題解決

を図ったり、他地域と交流しながら次の課題を子ども達自身が考える活動を通して、

「思考力・判断力」の育成を目指すものである。  
そこで、本プロジェクトでは、これらの活動を支援するシステムの開発、カリキ

ュラムの開発と実践、交流学習の仕組み、評価活動を中心に研究を行い、新たな学

びの環境を構築し提案する。  
 
※ .1 ＧＩＳ（Geographic Information System：地理情報システム）  
※ .2 ＧＰＳ（Global Positioning System：全地球測位システム）  

 
1.2 プロジェクト概要   
分科会＜テーマ＞ 学校 教員 時間数 

兵庫県丹波市立進修小学校 松尾 史子 教諭 17時間 第 1分科会 

お年寄りにやさしい町 兵庫県丹波市立北小学校 藤原 義行 教諭 26時間 

＜バリアフリーマップ＞ 兵庫県尼崎市立立花小学校 松本 明美 教諭 12時限 

第 2分科会 兵庫県丹波市立船城小学校 足立 雅人 教諭 12時間 

＜防災マップ＞ 兵庫県丹波市立春日部小学校 酒井 宏  教諭 10時間 

栃木県壬生町立稲葉小学校 山中 伸之 教諭 12時間 

第 3分科会 鳥取県米子市立日新小学校 石倉 和幸 教諭 10時間 

和歌山県熊野川町立熊野川小学校 山中 昭岳 教諭 12時間 街おこし 

＜遊び場マップ＞ 沖縄県沖縄市立美東小学校 甲斐 崇  教諭 12時間 

第 4分科会 栃木県足利市立北中学校 小川 裕之 教諭 5時間 

＜ロケ地マップ＞ 東京都墨田区立竪川中学校 三橋 秋彦 教諭 5時間 
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当プロジェクトは、「地域性の異なる学校間」「テーマや目的を共有するグルー

プ」「テーマや目的が異なる同一地域」などでの調査活動において、カメラ付きＧ

ＰＳ搭載携帯電話で撮影した調査対象画像を4回の操作手順だけで一括してサーバ
ー上にデータ送信（テキスト情報、日時、端末管理などの情報）でき、かつウェッ

ブ上のＧＩＳデータベースを一元的に管理・運営できるシステム開発を核として推

進するものである。  
このＧＰＳ搭載型携帯電話とＷＥＢ -ＧＩＳの連携システムを介して、児童や生徒  
がマップ上に表示された各種情報（位置と画像）間における関連性や関係性に気付

き、比較し、その類似性や相違性の意味を考えるプラットフォーム（学習環境）を

創出することを図ると共に、編集モードなどＷＥＢ -ＧＩＳに組み込んだ種々の機能
を組合せ、活用する事により、「環境、自然、生物、歴史、地理、地域文化、観光

振興、社会生活（安全安心）」等の様々なテーマや目的を横断的・総合的な学習視

点から理解を深めて行ける構成とした。  
授業実践校は、北関東から沖縄まで全国11の小中学校（教諭）に協力を依頼した。  
これら地域性の異なる11の小中学校において、4つのテーマを選定した各分科会毎に  
実践授業を行うことで、独創的なカリキュラムを通した「ＧＰＳ携帯と追記型ＧＩ

Ｓによる共同学習」のモデル化を図った。  
 

1.3 システム概要  
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調査活動においてはカメラ付きＧＰＳ搭載型携帯電話を使い、調査情報（撮影写

真、テキスト、調査位置、日時、端末番号など）を1回のデータ送信でＧＩＳデータ
ベースに一括登録可能なプログラムを開発することで、限られた授業時間を効率的

に活用できるシステムとした。加えて送信フォームの内容は研究テーマに応じ、自

由に選択項目の追加設定などが行える機能を付帯した。  
ＧＰＳ搭載型携帯電話から送信された「位置情報付き画像データ」は、瞬時にウ

ェッブＧＩＳ上のマップにプロットされ、リアルタイムでの閲覧や編集が可能とな

る。マップ上にプロットされたデータ画面をインターネット上で共有する事で、共

同学習過程にある他校の地図と比較したり、複数の分類項目を重ね合わせて表示し

たり、マップをグリッド分割してエリア特性を色分けしたり、単位面積あたりの平

均値を自動計算させたりすることにより、シミュレーションが行えるインターフェ

ースの開発と計算機能の最適化を行った。  
 また、共同学習での活用を促進するためにＧＩＳと連動した専用ＢＢＳ（電子掲示  
板）を開発し、学校間におけるリアルタイムでの情報交換や意見交流が図れるシス

テム環境を構築した。  
 

 
 

授業実施に必要となる環境について 

■インターネット接続環境 

Windows では OS98 以降,ブラウザ「IE6 以上」、「MOZILA Firefox」での正常動

作を確認。 

Macintosh では OSＸ,ブラウザ「MOZILA Firefox」での正常動作を確認） 

■動作確認済携帯電話 

「NTT ドコモ：F505iGPS」での動作を確認。（※実践授業で使用） 

「AU：A5406CA」「AU：W11K」2 機種での動作を確認。 
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